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第一回：2019 年 5 月 26 日（日）11：00～17：30 




関係的自律概念へのエンハンスメントの適用の試み   堀内進之介 
 
初期パーソンズにおける医療社会学の形成について    山本祥弘 
 
社会理論と実践の関係をめぐる現代的諸問題       宗像冬馬 
 
成員カテゴリー化装置から見る個人のファン活動における戦略――イ
ンタビュー調査の会話を事例として――          張少君 
 
日本でのフランス教育――暁星学園国際部日仏科から東京国際フラン
ス学園までの進化――             シルヴァ・ソニア 
 
地方出身者における U ターンをめぐる葛藤         成田凌 
 
交錯するアートの公共性――横浜黄金町「アートのまち」のその後に
着目して――                                         菅沼若菜 
 
摂食障害の精神医療化プロセス――行為，行動，身体反応の記述によ
る――                        河野静香 





第二回：2019 年 9 月 28 日（土）13：00～16：35 
場所：首都大学東京 5 号館 4F 集計作業室（5-423 室） 
 
パーソンズ医療社会学の形成について――初期専門職研究と医療社会
学の差異に着目して――      山本祥弘 
 
実践と社会的メカニズムの説明に向けて――後期 Wittgenstein の社
会学的意義の再検討――      宗像冬馬 
 
交錯するアートの公共性――横浜黄金町「アートのまち」のその後に
着目して――       菅沼若菜 
 
地方出身首都圏在住者の U ターンを取り巻く諸問題――ある青森県





























（１）この会則は、1983 年 4 月 1 日より発効する。 
（２）この会則は、2000 年 4 月 1 日より発効する。 
（３）この会則は、2008 年 4 月 19 日より発効する。 
（４）この会則は、2009 年 4 月 16 日より発効する。 
（５）この会則は、2012 年 4 月 25 日より発効する。 
（６）この会則は、2014 年 4 月 17 日より発効する。 
（７）この会則は、2016 年 4 月 29 日より発効する。 
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（３）会員には、研究誌『社会学論考』を 1 冊配布する。 
















①研究会担当 ②会計担当 ③研究誌編集担当 





























（2016 年 4 月改正） 
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   （2）著作者は、本誌掲載の原稿の電子化およびWWW公開に伴う複製権、
公衆送信権を研究会に譲渡するものとする。 




（2019 年 5 月改正） 
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 ページ設定（A5 サイズ） 
 用紙サイズ：A5 210ｍｍ×148ｍｍ 




 行数：30、行送り 16.4pt 
なお、印刷に当たっては A4 サイズの用紙に 1 枚当たり 2 ペー
ジを割り付けるか、そのまま 1 枚当たり 1 ページずつ印刷する
こと。 
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（3 行あけ）  
氏名 （所属は記入せず氏名のみ。姓と名の間には全角スペース）  
例：論考 太郎  
（1 行あけ）  
本文  
（1 行あけ） 
［付記］ （あれば。謝辞も含む。）  
（1 行あけ）  
［注］ 
（1 行あけ）  
［参考文献］ （書式については後述）  







（1 行あけ）  
名前（姓が先で姓のみすべて大文字 例：RONKOU Taro）  
所 属 （ Graduate School of Humanities, Tokyo Metropolitan 
University 等） 







出する。掲載決定後の完成稿は Microsoft Word の.doc または.docx 形
式ファイルとして提出する。ただし、図表を用いた場合には図表の電




タイトル：MSゴシック 14pt 中央揃え 
サブタイトル：MS明朝 12pt 中央揃え 
 
執筆者：MS 明朝 10pt 右揃え 
 
1 見出し（節）：MS ゴシック9.5pt 中央揃え（「1」の後は1文字あけ） 
 
1．1 小見出し（項）：MS ゴシック9.5pt 左揃え（1．1の後 1文字あけ） 
1．1．1 小見出し：MS ゴシック 9.5pt 左揃え（1．1．１の後 1文字あけ） 





付記：MS 明朝 9pt 
［注］（タイトル）：MSゴシック 9pt 
文末の注：MS 明朝 9pt 
［参考文献］（タイトル）：MSゴシック9pt 
参考文献リスト：日本語＝MS 明朝 英語＝Times New Roman 9pt 
x 
所属：MS 明朝 9pt 右揃え 
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英文タイトル：Times New Roman 12pt 中央揃え 
英文サブタイトル：Times New Roman 12pt 中央揃え 
 
英文執筆者：Times New Roman 12pt 中央揃え 
英文所属：Times New Roman 11pt 中央揃え 
 















既刊号（第 28 号〜第 39 号）につきましては、首都大学東京機関リポジト
リで閲覧可能となっております。また、2017 年度以前のバックナンバーに
つきましては、首都大学東京機関レポジトリ「みやこ鳥」から『社会学論






最新号（第 39 号） ¥1,200 
既刊号（創刊号・第 11 号を除く） ¥300 






〒192-0397 東京都八王子市南大沢 1-1  
首都大学東京社会学研究室内 
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